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パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

旧
陸
軍
造
兵
廠
板
橋
工
場

・
試
験
室
跡 こ

う
い
う
時
こ
そ
引
き
上
げ
で
は

今
年
の
最
低
賃
金
は
、
多
く
の

地
域
で
引
き
上
げ
が
な
さ
れ
ず
、

全
国
平
均
で
＋
1
円
と
の
こ
と
。

そ
れ
で
な
く
て
も
個
人
消
費
の
落

ち
込
み
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
な

か
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
景
気
回
復

に
、
こ
れ
で
対
応
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。
企
業
努
力
だ
け
に
頼
れ
な

い
な
か
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
政
府

に
よ
る「
引
き
上
げ
支
援
」が
必
要

な
の
で
は
。引
き
続
き
地
域
で
も
、

国
に
よ
る
最
賃
引
き
上
げ
と
消
費

税
の
減
税
を
求
め
、
宣
伝
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
、
大
西
敏
雄

（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
目
黒
地
域
支
部
）

◇

◇

祈
っ
て
い
ま
す

変
な
夏
休
み
が
終
わ
り
ま
し

た
。
短
い
し
プ
ー
ル
も
な
い
、
臨

海
学
校
も
な
い
、
2
学
期
に
な
っ

て
も
運
動
会
も
な
い
。
ほ
と
ん
ど

行
事
は
中
止
で
す
。
こ
ん
な
学
校

は
だ
れ
も
が
生
ま
れ
て
初
め
て
で

し
ょ
う
。
あ
の
時
は
大
変
だ
っ
た

ね
と
言
え
る
日
が
来
る
よ
う
に
祈

っ
て
い
ま
す
。
波
多
美
枝
子
（
都

教
組
葛
飾
支
部
）

◇

◇

ど
ん
ど
ん
要
求
を
出
そ
う

コ
ロ
ナ
禍
、
草
加
市
で
は
「
ス

ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
」

が
お
か
れ
ま
し
た
。
週
16
時
間
の

勤
務
で
、
児
童
生
徒
の
健
康
観
察

・
構
内
の
消
毒
や
清
掃
等
が
仕
事

内
容
で
す
。
こ
れ
だ
け
！
と
思
い

ま
し
た
が
、
現
場
の
先
生
方
は
大

助
か
り
と
言
っ
て
い
ま
す
。
市
民

の
声
で
決
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
ど

ん
ど
ん
要
求
は
出
し
た
方
が
良
い

と
思
い
ま
す
。
板
垣
邦
昭
（
都
教

組
足
立
支
部
）

◇

◇

こ
れ
か
ら
も
応
援

都
知
事
選
は
残
念
な
結
果
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
関
康
則
（
都
庁
職
小
笠
原

支
部
）

◇

◇

1
0
0
年
ぶ
り
の
移
転
で
す

千
代
田
区
大
手
町
に
あ
る
我
が

社
（
気
象
庁
）
。
こ
の
秋
に
移
転

し
て
、
遠
か
ら
ず
取
り
壊
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
東
京
の
今
昔

で
取
り
上
げ
て
頂
け
る
と
嬉
し
い

で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
お
な
じ

み
の
現
庁
舎
は
1
9
6
4
年
（
五

輪
の
年
）か
ら
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
場
所
に
は
1
9
2
3
年
に

移
転
し
て
お
り
、
1
0
0
年
ぶ
り

の
移
転
に
な
り
ま
す
。山
本
哲（
国

土
交
通
労
組
東
京
気
象
支
部
）

◇

◇

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら

安
倍
さ
ん
も
退
陣
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
！
小
野
塚
美
春
（
都
教

組
台
東
支
部
）

◇

◇

疑
惑
た
だ
す
闘
い
は
こ
れ
か
ら

安
倍
首
相
が
病
気
を
理
由
に
辞

任
を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
の
7
年

8
ヶ
月
、
国
会
前
集
会
な
ど
で
掲

げ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
眺
め
つ
つ
、

安
保
法
制
・
集
団
的
自
衛
権
・
辺

野
古
工
事
、
そ
し
て
数
々
の
疑
惑

を
正
す
闘
い
は
こ
れ
か
ら
と
肝
に

命
じ
ま
す
。
中
西
喜
一
郎
（
全
印

総
連
・
光
陽
メ
デ
ィ
ア
労
組
）

8
月
15
日
号
の
正
解
は
「
核
兵

器
の
な
い
、
平
和
で
公
正
な
世
界

子
ど
も
ら
に
」
で
し
た
。
応
募
者

は
22
人
で
、
以
下
の
5
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。邊

見
明
美
（
都
教
組
葛
飾
支

部
）
、
髙
橋
文
夫
（
都
庁
職
）
、

廣
田
弘
之
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
東
京
西

部
地
協
）
、
小
林
央
（
年
金
者
組

合
東
京
）
、
藤
井
瑞
枝
（
都
教
組

墨
田
支
部
）

板
橋
区
の
広
大
な
旧
「
加
賀

藩
江
戸
下
屋
敷
跡
地
」
の
一
部

は
、
現
在
「
区
立
史
跡
公
園
」

と
し
て
2
0
2
4
年
オ
ー
プ
ン

に
む
け
整
備
中
で
す
。

こ
の
地
域
周
辺
の
石
神
井
川

両
岸
に
は
、
明
治
政
府
が
1
8

7
6
（
明
治
9
）
年
に
火
薬
製

造
所
を
設
置
以
来
、
陸
軍
造
兵

廠
火
工
廠
、
1
9
4
0
（
昭
和

15
）
年
か
ら
は
東
京
第
二
陸
軍

造
兵
器
廠
板
橋
工
場（
以
下「
二

工
」
）
が
置
か
れ
ま
し
た
。
前

回
触
れ
た
王
子
の
東
京
第
一
陸

軍
造
兵
廠
、
北
区
の
工
場
等
と

鉄
道
で
結
ば
れ
、
戦
前
の
巨
大

兵
器
製
造
工
場
地
帯
で
し
た
。

「
史
跡
公
園
」
予
定
地
周
辺

の
野
口
研
究
所
に
は
、
10
棟
の

「
二
工
」
の
建
物
や
電
気
軌
道

線
の
遺
跡
な
ど
が
残
っ
て
い
ま

す
。そ
の
建
物
等
の
一
部
を「
史

跡
公
園
」
に
移
築
さ
せ
る
計
画

で
す
。

ま
た
、
板
橋
区
加
賀
一
丁
目

に
あ
る
愛
歯
技
工
専
門
学
校
内

に
は
、
終
戦
時
に
「
二
工
」
の

試
験
室
が
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
・
都

営
三
田
線
「
新
板
橋
駅
」
Ａ
1

出
口
徒
歩
10
分
）
。

▼
都
議
会
開
会
日
行
動

9
月
18
日
（
金
）
12
時

15
分
〜
、
都
庁
第
1
本
庁

舎
前
歩
道

▼
東
京
春
闘

最
賃
宣
伝

9
月
24
日
（
木
）
18
時

〜
、
池
袋
駅
東
口

▼
最
賃
ゾ
ー
ン
宣
伝

9
月
24
日
（
木
）
〜
10

月
9
日
（
金
）
、
各
所

▼
憲
法
全
国
共
同
セ
ン
タ

ー
総
会

9
月
25
日
（
金
）
18
時

〜
、
全
労
連
会
館
ホ
ー
ル

▼
東
京
地
評

定
期
大
会

9
月
27
日
（
日
）
13
時

〜
、
す
み
だ
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ホ
ー
ル

▼
20
年
司
法
総
行
動

10
月
2
日
（
金
）
10
時

半
〜
意
思
統
一
集
会
（
日

比
谷
図
書
館
ホ
ー
ル
）
、

12
時
15
分
〜
最
高
裁
前
宣

伝
、
そ
の
後
各
所
要
請

▼
横
田
基
地
も
い
ら
な
い

市
民
集
会

10
月
10
日
（
土
）
10
時

〜
、
福
生
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル

Ａ
〜
Ｚ
を
順
に
並
べ
て
言
葉

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
答

え
・
組
合
名
・
氏
名
・
住
所
・

通
信
・
パ
ズ
ル
や
紙
面
の
感
想

な
ど
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は

メ
ー
ル
で
東
京
地
評
編
集
部
へ

（
あ
て
先
は
一
面

題
字
の
ワ
キ
）
。

締
め
切
り
は
10
月

1
日
の
消
印
有

効
。
抽
選
で
5
人

の
方
に
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応

募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉
全
国
民
の
最
大
関

心
事
を
新
政
権
は
ど
う
さ
ば
く

か
。
そ
れ
が
問
題
で
す
。

（
ヨ
コ
の
カ
ギ
）

①
秋
の
季
語
。
薄
紅
、
白
の
花

④
日
暮
れ
か
ら
夜
中
ま
で
の
間

⑥
春
の
花
（
桜
）
と
秋
の
紅
葉

⑧
建
物
間
の
狭
い
道

⑩
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
の
高
地
に
住

む
ウ
シ
科
の
哺
乳
類
、
家
畜

⑪
沖
縄
本
島
の
西
方
に
位
置

し
、
珊
瑚
礁
が
発
達
し
た
島

⑬
腹
ば
い
に
な
っ
て
進
む
こ
と

⑭
国
が
編
纂
し
た
歴
史

⑮
旧
約
聖
書
、
洪
水
伝
説
の
主

人
公

⑯
仏
の
ガ
ラ
ス
工
芸
家
。
昆
虫

や
植
物
モ
チ
ー
フ
が
特
徴
的

⑰
南
北
米
大
陸
の
総
称

⑲
め
で
た
い
事
柄
。
き
ち
じ

（
タ
テ
の
カ
ギ
）

①
炊
事
用
の
炉
。
ガ
ス
○
○
○

②
海
草
の
葉

③
砂
が
小
高
く
な
っ
た
所
。
鳥

取
の
も
の
は
有
名

④
死
後
魂
が
行
く
地
下
の
世
界

⑤
移
り
住
む
こ
と

⑦
月
火
水
○
金
…

⑨
時
間
の
経
過
を
正
確
に
配
列

し
て
確
認
す
る
こ
と

⑫
ネ
ジ

⑬
夏
に
羽
化
す
る
シ
ロ
ア
リ

⑭
飢
餓
に
苦
し
む
無
縁
仏
な
ど

へ
の
法
要
。
盂
蘭
盆
に
多
い

⑮
前
へ
倒
す
。
打
ち
○
○
○

⑱
牛
の
英
訳

◆
美
容
室
勤
務
の
Ａ
さ
ん
。

有
給
休
暇
の
取
得
を
オ
ー
ナ

ー
（
他
に
も
数
店
を
経
営
）

に
話
し
た
ら
、
「
う
ち
に
は

有
給
休
暇
の
制
度
は
な
い
」

と
言
わ
れ
た
。
こ
の
発
言
は

正
し
い
の
か
と
い
う
相
談
。

有
給
は
一
定
期
間
勤
務
し
た

労
働
者
に
対
し
て
、
心
身
の

疲
労
を
回
復
し
、
ゆ
と
り
あ

る
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に

付
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
あ
き
ら
か
に
労
基
法
違

反
。
会
社
の
近
く
に
あ
る
組

合
へ
の
相
談
と
、
労
基
署
へ

の
申
告
を
勧
め
た
。
◆
映
像

制
作
会
社
に
勤
務
4
年
の
Ｂ

さ
ん
。
入
社
以
来
、
定
時
に

仕
事
が
終
わ
る
こ
と
は
ま
れ

で
、時
に
は
終
電
間
近
ま
で
。

残
業
代
は
今
ま
で
も
ら
っ
て

い
な
い
の
で
疑
問
に
思
う
と

い
う
相
談
。
法

定
時
間
を
超
え

て
働
く
（
時
間

外
労
働
）
の
場

合
は
、
政
令
で
定
め
ら
れ
た

割
増
率
で
計
算
し
た
割
増
賃

金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
出
て

い
な
い
な
ら
2
年
の
遡
及
権

利
が
あ
る
こ
と
を
説
明
。
解

決
の
た
め
に
同
業
種
の
産
業

別
組
合
へ
の
相
談
を
勧
め

た
。
◆
専
門
学
校
の
教
師
Ｃ

さ
ん
。
今
ま
で
男
性
教
師
が

生
徒
の
家
庭
訪
問
を
行
っ
て

い
た
が
、
上
司
か
ら
の
命
令

で
家
庭
訪
問
に
行
く
こ
と
。

自
分
と
し
て
は
相
当
な
負

担
、
こ
れ
っ
て
パ
ワ
ハ
ラ
で

は
な
い
か
。
辞
め
よ
う
と
思

っ
た
が
同
僚
に
迷
惑
を
か
け

る
の
で
ど
う
し
た
ら
い
い
か

と
い
う
相
談
。
パ
ワ
ハ
ラ
な

の
か
ど
う
か
判
断
が
困
難
な

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
命
令
す
る

人
と
そ
れ
を
受
け
る
側
で
は

精
神
的
負
担
が
異
な
る
。
会

社
近
く
の
地
域
労
連
へ
の
相

談
を
勧
め
た
。

◆
企
業
は
労
働

者
の
安
全
配
慮

義
務
や
働
き
や

す
い
職
場
環
境
を
保
つ
よ
う

に
配
慮
す
べ
き
職
場
環
境
配

慮
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
問

題
が
生
じ
た
ら
使
用
者
の
民

法
上
の
不
法
行
為
責
任
（
民

法
第
7
0
9
条
、
第
7
1
5

条
）
が
問
わ
れ
る
。
◆
こ
れ

ら
の
相
談
事
例
は
職
場
に
組

合
が
あ
れ
ば
即
解
決
す
る
内

容
。
最
低
ラ
イ
ン
の
権
利
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
と

感
じ
る
。
小
原
正
幸
（
東
京

地
評
労
働
相
談
員
）

作・あめんぼ

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓

オ
ル
グ
の
現
場
か
ら働

く
権
利
の
周
知
徹
底
を

旧
陸
軍
造
兵
廠

板
橋
工
場
跡
地

（
東
京
都
板
橋
区
）

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓
190 190
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